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Ｈ２１ 高専入試
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（１）
５
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９
－
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４
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＝－

３

４
＋
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２

９
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１００

２
－

２

３
＝

２
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３
＝

２

６

（３）二次方程式 （ｘ－１）（ｘ－２）－６＝０

ｘ

ｘ

（ｘ－４）（ｘ＋１）＝０

ｘ＝４，－１

２

２

－３ｘ＋２－６＝０

－３ｘ－４＝０

（４）ｙ＝

よって

代入して

ａ

ｘ
のグラフが点（４，２）を通る。

ｙ＝

２＝

８

ｘ

ａ

４

－３≦ｘ≦－1のとき、

－８≦ｙ≦－

ａ＝８

8
3

（５）関数ｙ＝ａｘ

Ａのｘ座標は2なので

Ａ（２，５）

代入して ５＝４ａ

２のグラフが直線ｙ＝３ｘ－１上の点Ａを通る

ｘ＝２を代入して

ａ＝
５

４

ｙ＝６－１＝５

（６）Ａ

よって

１－２

２

６
＝

１－３

２－３

１

３

１－４

２－４

３－４
○

○

Ｂ ３－４ ２－４

１－４

２－３

１－３

１－２
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（ ７ ）

（８）

２ｘ＋３２＋１６４＋３４＋９０＝３６０

２ｘ＝４０ ｘ＝２０ ２０°

（９）

４４＋５２＝９６°

２π× ３０× １２０
３６０

＝２０π
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２．

（１）１枚の時

（２）

２枚の時

ｎ枚の時

ｎ＝２０のとき

６ｎ

６（ｎ＋１）

ｎ＋１≧

ｎ＋１＞３５

２

６

１２

１２

＝６ｎ

２

＋６

６ ２

３００

２

２

× ２＝１２

１２０

２

２

２

＋６

＋６

≧３００

≧３００

＝２５

＋６

ｎ＞３４

２

２

２

２

２

＋６

＝１８

２

（ｎ－１）

２

＞２５× １．４＝３５

２

ｎ＝３５

＝１２６ ２

３５枚
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３．

（１）ａ＝３，ｃ＝１５のとき、代入して

（２）ｂ＝５，ｃ＝ａ

ｂ－ａ＝

１０－２ａ＝ａ

ａ

（ａ＋５）（ａ－３）＝０

５－ａ＝

ｂ－３＝

２ｂ－６＝１５－ｂ

３ｂ＝２１

２＋２ａ－１５＝０

１

２
（ｃ－ｂ）

１

２

１

２

（ａ

（１５－ｂ）

２

２

－５

のとき、

２

ｂ＝７

－５）

ａ＝３，－５

（３）ｃ＝５ａを代入して

ｂ－ａ＝

２ｂ－２ａ＝５ａ－ｂ

３ｂ＝７ａ

１

２
（５ａ－ｂ）

ａ＝
３

７
ｂ よってｂは７の倍数

7の倍数で2桁の最も大きい自然数は７× １４＝９８

このとき、ａ＝
３

７
× ９８＝４２

さらにｂは2桁の自然数なので
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４．

（１）△ＣＰＥの線分ＣＰＥが一直線になるときの図を

ＣＥ＝１０

展開図で表すと一枚の長方形とその対角線となる。

もう一方のＣＥについては、長方形ＣＢＥＦにおいて

三平方の定理より

ＣＥ

三平方の定理より

ＣＥ

ＣＥ＝

２

２

＝６

＝８

244

２

２

＋８

＋（６

＝２

２＝３６＋６４＝１００

６１

5）２＝６４＋１８０＝２４４

よって△ＣＰＥの周の長さは10＋2 ６１
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（２）

△ＤＥＧは直角三角形である。よって三平方の定理より

ＤＧ

ＤＧ

１２

△ＱＤＧは直角三角形である。

ＱＤ

１４４＋３６＝１８０＝ＱＧ

ＱＧ＝６

２

２

２

２

＋３

＝４５－９＝３６

＋６

＋ＤＧ

２

５

２

＝

＝ＱＧ

２

３ ５

＝ＱＧ

２

２

２

ＤＧ＝６

２
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５．

次に△ＱＧＤと△ＤＥＧにおいて

仮定と上で求めた長さより

ＱＤ：ＤＧ＝ＤＧ：ＧＥ＝ＧＱ：ＥＤ＝２：１

よって相似条件

△ＱＧＤ∽△ＤＥＧ・・・・・・・・・・・①

また、△ＱＧＤと△ＱＤＨで

∠ＤＱＧと△ＨＱＤは共通なので等しい。

一方∠ＱＤＧ＝∠ＱＨＤ＝９０° が成り立つ。

よって相似条件

△ＱＧＤ∽△ＱＤＨ・・・・・・・・・・・②

①②より△ＤＥＧ∽△ＱＤＨ

対応する３組の辺の比がすべて等しいことにより

対応する２組の角がそれぞれ等しいので
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（１）傾き

（２）容器Ｂには１分間にｐｌの割合で水を入れると水を入れ始めてから６０分間に

容器Ａと容器Ｂに入っている水の量がちょうど２回等しくなるのは

直線アのときすなわち傾きｐ＝

直線イの傾きから直線ウの傾きの間の時なので

－２０

２０
＝－１であるから

４０＝－１０＋ｂ

よってｙ＝－ｘ＋５０

１０

３０

ｙ＝－ｘ＋ｂとおくと、（１０，４０）を代入して

＝
１

３
のときと

イのときｐ＝

よって

ｂ＝５０

１＜ｐ＜３

６０

６０
＝１ ウのときｐ＝

３０

１０
＝３

（３）容器ＡとＢが水の量が３回等しくなるときその３回目が４５分後の時

ｙ＝

容器Ｂの水が入る様子を著す式は（０，１０）（４５，

これとｙ＝－ｘ＋５０

５

３
ｘ－３０ ｘ＝４５＝を代入して

との交点を求めると

傾きはｐ＝

ｙ＝
７

９
ｘ＋１０

ｙ＝

３５

４５

７

９

４５

ｘ＋１０＝－ｘ＋５０

＝

よって（４５，

７

９

４５）を通るので

切片は１０なので

４５）

ｘ＝４０×

１６

９
ｘ＝４０

１６

９
＝
４５

２
分後


